
通俗語源説にみるジャイナの修行者像

仙 崎 守 一

プラークリット作品においても, サジスクリット作品やパーリ作品と同様に,

興味深い語源解釈がしばしばみられ る。このような解釈は, 多 くの場合, その語

の発音に近い音をもつ語根や名詞 ・形容詞等から導き出され, 通俗語源説と呼ば

れるものである1)。この通俗語源説は言語学 的研究の視点から見れば必 らず しも

正しいとは言えず, ある意図のもとに人々によって語 り伝えられ, 受け継がれて

きた伝統的解釈 とい うことができる。

このような通俗語源解釈はプラークリット作品の中で数多 くみられ, 地名や個

人名の語源の説明に多 く用いられているが, それら地名や個人名にはどのような

起源や謂われがあるかを詳 しく説明する説話の中で語られることもあ る2)。この

現象は古代インドの修行者の呼称においても例外ではない。本稿では修行者の代

表的な呼称であるsamapaとmahaaを とりあげ, それらの通俗語 源解釈 を示

し, ジャイナ数徒がこれら修行者にどのような人物像を抱いていたかを検討す る

ことを目的とする。

Suyagadahga 1. 16に 次のような一節がある。まず世尊が,「 このように(五 感

を)制 御し, 自制し, 身体を捨 てる人 が, 1. バラモン 2. 沙門 3. 比丘 4.

ニガンタとよばれる」と告げる。すると弟子たちは 「世尊よ, 制御し, 自制 し,

捨身した人が, 何故にバラモン, 沙門, 比丘, ニガンタといわれるのですか。大

牟尼よ, 私たちに話して下さい」と尋ねる。

Silahkaの 註釈3)を みると, 「すべての生きものを殺 さない人, 彼がバ ラモンで

ある」コと解 している。つま り, mahapa<ma+han-と 通俗語源解釈をして いる

のである。また,「殺害しないことが梵行(brahmacarya)で あり, それ に専念す

るのがバ ラモンであ る」 と説 く。そ してsamapaに ついては 「苦行 を行ず る

(sramyati)人 がsramapaで ある」と正 しい語源解釈を示しつつも, Samaを 平等,

manasを 内・器官(心 蔵)に 解し, 平等な心をもつ人(samapa)は どこにおいても,

白檀 と斧(に ついてのことわざ)の ように4), 包容力があるべきであることを述

べている。

しかしながら, 直後の散文で述べられ る世尊によるバ ラモンと沙門の定義は直
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接 この通俗語源説を述べてい るわけではない。 まず, samanaに つ い て の 通俗語

源説がは っき り認め られ る箇所 は独立経典 であるApuogadaraで あ る。

jaha mama na piam dukkhaip janiya emeva savvajivanam

na hanai na hanavei ya samamanai tena so samano (Anu. g. 129)5)

私にとって(殺 害, 死等 は)苦 であって, 好ましくないように, すべての生きものにと

つ燭 そのようであうと知って,殺 しもトないし,殺 させもしない。それ故,(す べ て

の生きものに)等 しく振舞 う人, 彼 は沙門である。

註釈6)に 従 って訳 した ものであ るが, この詩頗で はsamapaと い う語 をsama「 等

しい」 とい う形 容詞か ら解 釈 して, samamapati tti sarvalivesu tulyam varttate

yatas tensau samapoと み ている。 沙門の条件 として, す べての生 きものに公平

(平等)で あるべ き ことは, ジ ャイナの初期の聖典 において:重きが置 かれ てい る7)。

引き続 きApu.g.130を みて みよ う。

natthi ya se koi veso pio va savvesu ceva jivesu

eena hoi samano eso anno vi pajjao (Anu. g. 130)

どこにおいても, すべての生きものに(平 等な心をもつがゆえに)彼 には嫌悪や好意は

ない。それ故に彼は沙門である。それはまた聖者の別名である。

この註釈 はsamaaをsamaとmanasか ら導 き出す とい う通俗語 源 解 釈 を し, て

い るので ある。

so samano jai sumano bhavena ya jai na hoi pavamano

sayane ya jane ya samo samo ya mana 'vamanesu (Anu. g. 132)

もしかの沙門がよい心をもつなら、そしてもし彼が欲望によって悪い心 をもたないな

ら, 親族においても人々においても平等である。慢心と悔蔑にも平等である。

この詩頚 もSamanaをSamanasとSamaと い う通俗語源か ら導 き出 して い る こ

とがわか る。

次 に, ヴ ェー ダ聖典 を受持 し, 司 祭者 であ ったつ ラモ γはジ ャイナ教 において

どの よ うに捉 え られてい ったのであろ うか。 換言す るな ら, バ ラモンの概念 はジ

ャイナ教 に事いて どの よ うに変遷 してい ったのであろ うか。S.B. Deo8)の 言 葉 を

借 りるまで もな く, 形 骸化 した祭祀 を とり行 ない, 堕 落 したバ ラモン僧 を指 して

い るのではない ことは明白であ る。ジ ャイナ教徒 は好 んでTirthankaraをInaha-

naと 呼 び, ma+han-と 通 俗語源解釈 を して いる。

Uttarajjhayaの 第25章 は真 の祭祀 とは何 かを説 く章で ある。

na vi mundiena samano na omkasena bambhano
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na muni ranna vasenam kusa-cirena tavaso (Utt.  25.  31)

剃髪によって沙門ではない。聖音omを 唱えることによってバラモンではない。森で生

活することによっで牟尼ではない。クシャ草から作られた服を着ることによって苦行者

ではない。

この詩頗か ら, 出家修行者の外面的な姿を伺い知ることができるが, 次の詩頽に

よって内面的な真の修行者像が浮かびあがる。

samayae samano hoi bambhaceram bambhano

nanena u muni hoi tavena hoi tavaso (Utt.  25.  32)

平等によって沙門であり, 梵行によってバラモンである。知識によって牟尼であり苦行

によって苦行者である。

バ ラモンは文字通 り梵行 によってバ ラモ ンと呼ばれ るの で あ るが, このbam-

bhaceraと は具体的 に何 を指すので あろ うか。 それ はvv. 19-29とv. 34に お い

てtam vayam buma mahaamの 定 形句 で終わ る詩頽で述べ られ る。 これ らの詩

頗 の内容 は凡 そ五誓戒 の範躊 に分類 され るものである。 そ してv. 30:

pasu-bandha savva-veya ya jattham ca pava-kammuna 

na tam tayanti dussilam kammani balavanti hi (Utt. 25. 30)

家畜を縛 りつけること, すべてのヴェーダ, そ して祭祀は悪い業 の故 に罪人 を守 らな

い。なぜなら彼の業は強力であるから。

この詩頗 はヴ ェーダを学ぶ ことや家畜を生 け蟄 とす るよ うな祭祀 は極 めて罪深 い

行為で あ り, 真 のバ ラモ ンのなす べ き行為 ではない ことを教 えてい る。 ここで示

され るよ うに, バ ラモ ンはいかな る生 きものに も危害 を加 えない, す なわちma-

hana(<ma+han-)な の である。Utt. 25. 23は さ らに この ことを強調す る。

tasapane viyanetta samgahena ya thavare

jo na himsai tivihena tam vayam buma mahanamm.

動 こ うが 動 くまい が, 生 き もの を 完 全 に理 解 して, 三 っ(身 ・口 ・意)の 方 法 で 彼 らを

傷 つ け ない 人, 彼 を私 た ち はバ ラ モ ン と よぶ。

こ の よ う に, Samapaはsamaあ る い はsa-manasか ら 導 か れ, mahapaはma

+han-か ら解 釈 し て い る の で あ る9)。 元 来, samapaはSkt sramapaか ら, ma-

hanaはSkt brahmapaか ち 派 生 し た も の で あ る。Ardhamagadhiに お い て は

mahanaの 他 にbambhana(cf Utt. 25. 32)の 形 も み ら れ る。 恐 ら くmahapaは

bambhapaの づ っ の 方 言 で あ ろ う。 正 し い 発 展 過 程 は 次 の よ う に な る。brahma-

na>bamhana(Saurasenl語)>bambhapa>*bahana>mahana. 10)し た が っ てbra-
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hmapaとmahanaと は語源的 に何の連絡性 ももち得 な い。 イ ン ド ・ヨー ロッパ

語 にお ける現代の科 学的な語源学研究 の水準 か らみれ ば, もはや採用 され得 ない

けれ ども, プ ラーク リットにみ られ る通俗語 源解釈 は, 古 代 イン ド人 がその語 に

具体 的な概 念を十分 に包含 しよ うとした工夫であ るといえ よう。

この通俗 語源解釈に よって奇 し くもsamapaとmahanaは 同一 の概念 に含 まれ

ることに気づ くのであ る。すべ ての生 き ものに平等 に接 し, 傷 つ けて はな らない

とい うのは, Ayarahga 1. 5. 5. 411)で 説 かれ るよ うに, 殺 害 しよ うとしてい る も

のが 自分 自身 であ るか ら, どのよ うな生 き もの をも殺害 して はな らない とい うこ

とにな る。Ayarahgaの 第 一篇で終始貫かれてい る思想は, どんな生 きもの に も

危害 や殺害 を加 え るべ きではないとい う禁戒で ある。

五大誓戒 の第一 の項 目で ある不殺生戒 をsamanaとmahanaの 通俗語 源解釈 を

通 して教示 してい るので ある。 ここに ジャイナの修行者像 の一端 を垣 間見ること

がで きる。

1)通 俗 語 源 説 の 研 究 に, 原 実 教 授, 'Anote on the Epic Folk-etymology of rajan',
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' Fanciful Etymologies in the Dhammapada', Poona Oriental Series, No. 39, pp. 315-18

等 が あ る。2) 例 え ばpratyekabuddhaと な る四 人 の 王, す な わ ちKarakapdu, Dum-

muha, Nami, Naggaiの 名前 の謂 わ れ が 語 られ る 物 語 が あ る。H. Jacobi, Ausgmahlte

Erzahlungen in Maharastri, Leipzig 1886, pp. 34-55. 3) Lala Sundarlal Jain Aga-

magranthamala Vol. I, p. 175 f. 4) vasicandanakalpaに つ い て は 拙 稿 「Uttarajjhaya

研 究VII」 『中 央 学 術 研 究 所 紀 要 』No. 13, p. 45参 照。5) Jaina-Agama-Series No. 1

に よ っ て 詩 頗 の 番 号 を 付 し た。 6)Abhidhana Rendra Kosa, s. v. samapa. 7)cf.

nimmamo nirahamkaro nisamgo cattagaravo/samo ya savva-bhuesu tasesu thavaresu

ya/(Utt. 19. 89). 8) S. B. Deo, History of Jaina Monachism, Poona 1956, p. 48. 9)
これ に 対 して パ ー リ聖 典 で はsamanaをsam-(<sam-)「 止 む 」 か ら 導 き, sameti, sa-

mitatta(Dhp. 265), samacariya(Dhp. 388), Samitavi(Sn. 520)に 結 び つ け, それ ぞ れ

通 俗 語 源 的説 明 を して い る。 ま た, パ ー りに お け る バ ラモ ン はbrahmapaで あ り, ma

+han-か らは導 き出 す こと が で き ない。brahmapaに 関 して パ ー リの 通俗 語 源 はbahi

と結 び つ け られbahita-papa=brahmana(Dhp. 388), bahetva sabbapapakani=brahma

(Sn. 519)と い う こ とに な る。10) -b->-m-の 例 と してkabandha>kamandha(Pis-

chel250), paribandh->parimanth (K. R. Norman, Middle Indo-Aryan Studies V',

JOIB vol. XV, p. 116)等 が あ る。11) tumam si nama tam c'eva jam hantavvam'

ti mannasi!tumam si nama tam c'eva jam ajjaveyavvam' ti mannasi,......pariyave-

yavvam'......parighettavvam'.......uddaveyavvam'......anju c'eyam-padibuddha-jivi
tamha na hanta na vi ghayae. (仙 台 電波 高 専 講 師)
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